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近  畿  松  江  会  

総  会 ・ 懇 親 会  

日 時 ： 平 成  ２ ３  年  ６  月  ４  日  （ 土 ）  

１ ７ ： ４ ５ ～ ２ １ ： １ ５  

会 場 ： ホ テ ル 一 畑   

    総  会 ： 本 館 ２ 階 「 梅 の 間 」   

    懇 親 会 ： 本 館 １ 階 「 サ ン シ ャ イ ン ホ ー ル 」  

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇  

 

式    次    第  

 
【 総  会 】  １ ７ ： ４ ５ ～ １ ８ ： 1 5           司 会  幹 事 長   有 田   嵩  

近 畿 松 江 会 初 代 会 長  長 谷 川 吉 雄 氏 追 悼  黙 祷  

１  開 会 の こ と ば                      副 会 長   木 村 八 重 子  

２  会 長 あ い さ つ                      会  長    田 運 三 郎  

３  議  事  

（ １ ） 平 成 ２ ２ 年 度 事 業 報 告 と 決 算 報 告           事 務 局 長   竹 谷   奬  

（ ２ ） 平 成 ２ ２ 年 度 会 計 監 査 報 告               監  事   達 山   暢  

（ ３ ） 役 員 改 正 （ 案 ）                    幹 事 長   有 田   嵩  

（ ４ ） 平 成 ２ ３ 年 度 事 業 計 画 と 予 算 （ 案 ）          事 務 局 長   竹 谷   奬  

４  閉 会 の こ と ば                     常 任 幹 事   井 上  隆 吉  

 

・ ・ ・ ・ ・ 休    憩 ・ ・ ・ ・ ・  

 
【 懇 親 会 】  １ 8 ： ４ 5 ～ 2 １ ： １ ５           司 会  常 任 幹 事   松 本  耕 司  

東 日 本 大 震 災 犠 牲 者 追 悼  黙 祷  

ふ る さ と 定 住 に つ い て    イ メ ー ジ リ ー ダ ー （ オ リ ン ピ ッ ク メ ダ リ ス ト ） 鈴 木 絵 美 子  

１  開 会 の こ と ば                      副 会 長   小 川  龍 朗  

２  開 会 挨 拶                        会  長    田 運 三 郎  

３  来 賓 祝 辞                       松 江 市 長   松 浦  正 敬  

４  来 賓 紹 介 ・ 祝 電 披 露                   幹 事 長   有 田   嵩  

５  乾  杯                   近 畿 島 根 県 人 会 会 長   和 田  亮 介  

【 ア ト ラ ク シ ョ ン ： 舞 姫 隊 ・ 若 武 者 隊 】 （ 1 9 ： １ 5 ～ ）  

  紹 介 と 松 江 市 観 光 ア ピ ー ル           松 江 市 観 光 文 化 課   寺 本  恵 子  

６  歓 談 ・ 懇 親                          

７  ふ る さ と 「 松 江 」 斉唱  

８  万 歳 三 唱                   松 江 市 議 会 副 議 長   三 島  良 信  

９  閉 会 の こ と ば                     副 幹 事 長   澄 川  光 成  

第  ６  回  
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松 浦 正 敬 石 田 範 子

三 島 良 信 藤 原 治 義

安 井 春 海 玉 湯 地 域 協 議 会 賑 わ い 部 部 会 長 福 間 俊 夫

内 田 敏 夫 八 束 地 域 協 議 会 会 長 門 脇 康 雄

安 田 憲 司 松 江 商 工 会 議 所 会 頭

川 原 良 一 山 陰 合 同 銀 行 取 締 役 頭 取

能 海 広 明 松 江 商 工 会 議 所 専 務 理 事 木 村 和 夫

小 山 厚 （ 社 ） 松 江 観 光 協 会 会 長 鷦 鷯 修 一

杉 谷 薫 山 陰 中 央 新 報 社 取 締 役 松 尾 倫 男

一 畑 電 気 鉄 道 株 式 会 社

代 表 取 締 役 社 長

松 本 英 史 N P O 法 人 A S S 松 江 理 事 長 原 顕 夫

今 岡 幸 男 松 江 不 動 産 株 式 会 社

寺 本 恵 子 取 締 役 総 務 部 長

広 野 正 充 ホ テ ル 武 志 山 荘 副 支 配 人 大 国 千 治

近 畿 島 根 県 人 会 会 長 和 田 亮 介

東 京 松 江 会 副 会 長 石 倉 義 朗

福 原 耕 一 京 都 島 根 県 人 会 副 会 長 下 田 弘 子

青 山 善 太 郎 京 都 島 根 県 人 会 常 任 幹 事 林 邦 幸

小 川 勲 京 都 島 根 県 人 会 常 任 幹 事 西 村 講 和

梅 木 武 雄 京 都 島 根 県 人 会 事 務 局 長 下 田 陽 子

鈴 木 絵 美 子

青 戸 哲 哉 （ 東 生 馬 町 ） 有 田 嵩 （ 宍 道 町 ） 伊 藤 雅 義 （ 宍 道 町 ）

井 上 芳 子 （ 石 橋 町 ） 井 上 隆 吉 （ 上 東 川 津 町 ） 小 川 龍 朗 （ 島 根 町 ）

小 川 ま す み （ 京 都 市 ） 押 田 良 樹 （ 大 庭 町 ） 面 白 紘 （ 本 庄 町 ）

 田 運 三 郎 （ 浜 乃 木 町 ）  田 莞 爾 （ 浜 乃 木 町 ）  田 京 子 （ 横 浜 町 ）

 田 チ ヱ ミ （ 呉 市 ） 木 村 八 重 子 （ 東 本 町 ） 小 松 雅 子 （ 明 石 市 ）

木 幡 泰 三 （ 宍 道 町 ） 木 幡 晃 正 （ 宍 道 町 ） 坂 本 隆 男 （ 上 乃 木 町 ）

杉 原 伸 治 （ 奥 谷 町 ） 澄 川 光 成 （ 雑 賀 町 ） 竹 内 喜 次 男 （ 竪 町 ）

武 田 和 子 （ 雑 賀 町 ） 武 田 貞 雄 （ 雑 賀 町 ） 竹 谷 奬 （ 八 束 町 ）

達 山 暢 （ 西 津 田 ） 田 村 稔 久 （ 石 橋 町 ） 鳥 屋 尾 勇 （ 出 雲 市 ）

中 村 博 行 （ 新 町 ） 藤 原 敬 （ 東 生 馬 町 ） 松 本 耕 司 （ 上 本 庄 町 ）

守 田 宣 昭 （ 萩 市 ） 森 廣 洋 子 （ 上 乃 木 町 ）

岩 成 哲 男 （ 中 原 町 ） 小 川 定 男 （ 大 阪 市 ） 小 川 ち づ る （ 大 阪 市 ）

甲 斐 梅 子 （ 京 都 市 ） 垣 内 三 四 子 （ 京 都 市 ） 河 村 種 （ 京 都 市 ）

京 島 喜 久 子 （ 浜 乃 木 町 ） 小 玉 好 子 （ 灘 町 ） 阪 口 京 子 （ 高 槻 市 ）

城 ヶ 﨑 忠 志 （ 京 都 市 ） 宗 智 海 （ 富 田 林 市 ） 高 木 幹 一 郎 （ 東 朝 日 町 ）

高 嶋 明 美 （ 明 石 市 ） 多 田 美 智 子 （ 大 阪 市 ） 寺 川 弘 子 （ 大 阪 市 ）

長 谷 川 裕 子 （ 高 槻 市 ） 樋 口 秀 子 （ 京 都 市 ） 松 井 信 子 （ 宇 治 市 ）

三 輪 百 合 子 （ 明 石 市 ） 安 原 正 樹 （ 茨 木 市 ） 脇 田 健 晶 （ 大 阪 市 ）

脇 田 茂 子 （ 大 阪 市 ）

 　 ご 　 　 来 　 　 賓 　  

松 江 市 長 八 雲 地 域 協 議 会 会 長

松 江 市 議 会 副 議 長 宍 道 地 域 協 議 会 会 長

松 江 市 政 策 部 長

松 江 市 観 光 推 進 部 長

松 江 市 観 光 施 設 部 長

古 瀬 誠

松 江 市 産 業 経 済 部 長

松 江 市 都 市 計 画 部 長

松 江 市 議 会 事 務 局 次 長

松 江 市 政 策 部 秘 書 広 報 課 長

松 江 市 政 策 部

足 立 保 大 谷 厚 郎

地 域 ・ 交 通 政 策 課 長

松 江 市 政 策 部 広 報 専 門 監

松 江 市 産 業 経 済 部 農 林 課 長

竹 澤 博 幸

松 江 市 観 光 振 興 部 観 光 文 化 課 長

島 根 県 議 会 事 務 局 長

島 根 県 地 域 振 興 部

井 上 道 子

市 町 村 課 長

 　 会 　 　 　 　 　 員 　  

 　 会 　 　 　 　 　 友 　  

（ 社 ） 島 根 県 物 産 協 会 専 務 理 事

鹿 島 地 域 協 議 会 会 長

島 根 地 域 協 議 会 会 長

美 保 関 地 域 協 議 会 会 長

特 別 ゲ ス ト 　 定 住 イ メ ー ジ リ ー ダ ー （ オ リ ン ピ ッ ク シ ン ク ロ メ ダ リ ス ト ） 　
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会長挨拶 

 

か り

田

た

運三郎（雑賀町出身） 

 

 

 

 

 

 

 

会長をつとめさせていただいております 田で

ございます。 

本日は、早朝よりバスツアーにご参加いただき、

誠にありがとうございました。 

 

今日の総会前には、特別のおはからいを頂い

て、出雲大社の参拝と本殿の屋根の葺き替えを

見学させて頂く筈が、米子インターに入ってから

安来～東出雲町間での車両事故による渋滞に遭

い、行くことができませんでしたが、いよいよ明日

は、松江市が新設された「松江歴史館」組と「出雲

大社本殿の屋根葺き替え」組の二班に分かれて

の見学でございます。 

ただ今からの懇親会は、その前夜祭としてどう

か心ゆくまでお楽しみ頂きたいと存じます。 

 

それにいたしましても、六年前の創立当初から、

松江市はもちろん、松江商工会議所、松江観光

協会の一方ならぬご支援を頂いて参りました。 

おかげさまで、会員も逐次増えまして 180 名と

なり、松江開府 400 年祭のフィナーレの年に、松

江に於ける二度目の総会を開くことができました。 

今夜は、地元の関係者の皆様もたくさんご臨席

いただいておりますし、松江市提供の「美女舞姫

隊の歌と踊」「イケメン若武者隊の合戦絵巻」を存

分にたのしみ、ご歓談頂きますようお願いして、私

のご挨拶といたします。ありがとうございました。 

総会ご来賓「祝辞」 

松江市長 松浦
ま つ う ら

正敬 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさと松江へようこそお越しいただきました。

皆様を心から歓迎いたしますとともに、第６回近畿

松江会の開催を心からお祝い申し上げます。 

 

まず、近畿松江会の設立にご尽力いただきまし

た、故長谷川初代会長様のご冥福をお祈り申し

上げます。 

 

会の冒頭、東日本大震災の犠牲者の方に黙祷

をささげましたが、犠牲者の方にあらためてお悔

やみ申し上げます。福島第一原発の事故につき

ましても、まだ収束しない状況となっておりまして、

原発を抱える本市としても成り行きを注視している

ところです。今回の震災を受け、本市でも被災者

の方への支援を積極的に行ってまいりました。ま

た、今月１日には防災安全部を新設しましたので、

今まで以上に市民の安全・安心の確保に努めて

まいります。 

 

こういった状況の中でございますが、被害を受

けていない地域が、元気を出して日本経済を引っ

張っていくことこそ、被災地復興につながることだ

と思っております。本日お集まりの皆さまも一緒に、

被災地復興のためにも、地域の経済をもりあげて

まいりましょう。 

 

さて、一昨年以来、２年ぶりにふるさと松江での

開催となりましたが、前回はホーランエンヤに併せ
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てお越しいただきました。今回は開府 400 年祭の

フィナーレの年にふるさと松江で開催していただ

き、誠にありがとうございました。お忙しい日程の

中でございますが、ふるさとの雰囲気を十分堪能

していただければと思います。 

大阪で開催された昨年に引き続き、本日も旧町

村の地域協議会から７名の皆さんが出席されてお

ります。今年は地元開催でもございますので、お

忙しい中を地域協議会の会長さん方にご都合を

つけていただき出席していただきました。どうぞこ

の後、ふるさとの話題で盛り上がっていただきたい

と思います。また、８月には東出雲町と合併をいた

します。新しい仲間を迎えることとなりますが、是

非近畿松江会におかれましても、東出雲町との一

体的な組織をご検討いただけると幸いです。 

 

フィナーレの年を迎えた開府 400 年祭でござい

ますが、総仕上げとして３月１９日から松江開府博

覧会を開催しております。１２月４日までの期間中

に、松江城を主会場にＪＡＺＺフェスティバルや薪

能、創作オペラ「虹の大橋」の上演など数多くのイ

ベントを開催します。また、エリア別テーマ別に

様々なルートを設定し松江のまちを歩いて楽しん

でもらう取り組みも行っております。長い期間でご

ざいますので、何度お越しいただいてもお楽しみ

いただけると思っております。この後開府400年祭

を盛り上げるため組織した、舞姫隊や若武者隊の

アトラクションも予定しております。どうぞお楽しみ

ください。 

 

開府博のオープニングに併せ、お城の見える

博物館「松江歴史館」が開館しました。皆さまは、

明日見学なさる予定と伺っておりますが、城下町

松江の歴史をたどる基本展示をはじめ、家老屋敷

をイメージした外観、畳敷きの玄関ホールや出雲

地方の様式を取り入れた枯山水の日本庭園など、

十分に楽しんでいただける施設になっていると思

いますので、是非ゆっくりご覧ください。 

 

松江城を国宝にする取組みにも引き続き力を

入れています。昨秋には、皆さまにもご協力いた

だいた署名を持って文化庁長官に要請いたしま

した。今後も国宝化が実現するよう、専門家による

調査の実施や、懸賞金をかけて情報提供をお願

いしている大手門の復元のための資料と松江城

の棟札の発見などにより、早期に国宝化が実現

するよう努めてまいります。 

 

今日は、スペシャルゲストとしてアテネ、北京で

のオリンピックでメダルを獲得された鈴木絵美子さ

んが出席されお話をいただきました。鈴木さんに

は、東京松江会の石倉さんのご紹介で、昨年から

松江市の定住イメージリーダーに就任していただ

いております。本市では、引き続き定住の推進に

力を注いでおります。定住を進めるうえでは、若者

の地元定着に加えて、市域外からのＵターン、Ｉタ

ーンを進めることも重要な要素であり、そのために

は、松江市の魅力を積極的に発信していくことが

必要であると考えております。鈴木さんに松江市

の情報を発信していただいておりますが、若い女

性層にも松江暮らしに興味を持っていただけるも

のと期待しております。 

 

また、ＵＩターンを促進する取り組みとして、昨

年度、東京でＵＩターンフォーラムを開催しました。

東京松江会の皆さまのご協力を得て、約 200 名の

方々に来場いただきました。今年度は、関西圏で

開催したいと考えておりますので、その際には、

皆さまのお力添えをよろしくお願いします。 

 

結びに、近畿松江会のますますのご発展と、会

員の皆様のご活躍を祈念いたしまして、ごあいさ

つといたします。 
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第６回近畿松江会総会・懇親会 

（ふるさと訪問バスツアー）報告 

 

第６回近畿松江会総会・懇親会は、新設なった

松江歴史館の見学と、出雲大社平成の大遷宮工

事参拝を目的とするふるさと訪問バスツアーの中

で、6 月4 日（日）夕刻から松江のホテル一畑で開

催されました。 

 

［初日・バスツアー］ 

 大阪からのバスツアー参加者は総勢44名、4 日

早朝8時30分の梅田・阪急バスターミナルに遅れ

る人は誰もなく、京都島根県人会関係の方も着々

合流、無事 2 台のバスに分乗して、予定通り 9 時

に大阪を出発しました。 

快晴のもと、旅路は順調。早速、缶ビールの蓋

も開け、車内は友好ムード一杯の中、ほどなく昼

食会場の西の屋美作店（美作 IC）では、その賑い

も最高潮になりました。 

昼食後はウツラウツラする人も出てくる中、気が

つけば米子 IC から山陰道に、そして、その瞬間

からいきなりの大渋滞、舞台は暗転しました。 

原因は、午前中のトラックの横転？事故の後始

末が数時間たってもはかどらずで、高速道ゆえに

進むも退くもできず、午後 3 時到着予定の出雲大

社が 4 時も無理とわかって、遂に 田会長から大

社さんに本日の到着はむつかしいというお電話を

入れるハメになりました。 

同時に、出雲大社の正規の大遷宮工事見学は

無理でも、明朝、おまいりだけでもと考えられる方

のご希望にはお応えしようと、希望者調査をして、

初日はまっすぐ総会会場のホテル一畑に向かうこ

とにしました。 

今度は、早すぎる到着ということあって、県立美

術館で暫時下車。完全な夕陽はおがめなかった

けれど、雄大な宍道湖と、可愛らしい縁むすびの

兎との対面など、ふるさとの歓迎に心のなごむひ

と時を過ごせたのは大ヒットの途中停車でした。 

［総会］ 

総会は、ホテル一畑にて、夕刻から開催され、

まず、司会の有田嵩幹事長（宍道町）のご紹介で、

冒頭に初代会長の長谷川吉雄氏のご逝去を悼み、

全員で黙祷の誠を捧げました。 

続いて、開会のことばを木村八重子副会長（東

本町）が述べ、 田会長（雑賀町）のご挨拶から、

竹谷奬事務局長（八束町）による平成22年度の事

業報告と決算報告、平成 23 年度の事業計画と予

算（案）、新役員候補の報告と進み、達山暢監事

（西津田）より監査報告もなされ、満場一致で承認

をいただきました。 

 

総会は、井上隆吉常任幹事（上東川津町）の

「閉会のことば」により、滞りなく終了いたしました。 

⇒（総会議事資料は別掲） 
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［懇親会］ 

懇親会は、定刻 18 時 45 分に、ホテル一畑「サ

ンシャインルーム」で、松浦松江市長以下、歓迎

いただいた地元の皆様を含め 92 目の参加をいた

だいて開始し、司会は松本耕司常任幹事（上本庄

町）が担当しました。 

 

冒頭に、東日本大震災で犠牲になられた皆様

への黙祷を捧げ、被災者の皆様の生活が一日も

早いことを祈りました。 

続いて、「松江の定住促進」のイメージリーダー

をつとめておられる北京オリンピックのシンクロナ

イズドスイミング銅メダリストの鈴木絵美子さんが

登場され、ご本人の雄姿の紹介とともに「ふるさと

定住」を PR されました。明るく華やかな鈴木さん

のお蔭で会場は一気に華やぎ、鈴木さんは懇親

会の終了までおつきあいいただきました。 

 

所定のスケジュールは、小川龍朗副会長（島根

町）のユーモラスな「開会のことば」で始まり、最初

に 田運三郎会長（雑賀町）がご列席の皆様への

感謝のご挨拶をし、松浦松江市長からはご来賓の

祝辞をいただきました。⇒（ご挨拶・ご祝辞内容は

別掲） 

続いて、有田嵩幹事長（宍道町）による、ご来賓

の皆様のご紹介、祝電披露を行った後、和田亮介

顧問（近畿島根県人会会長）のご発声で高らかに

乾杯、勇躍、懇親会に突入しました。 

会場が一気になごんだところで、メインイベント

の開府400年祭、「松江・美女舞姫隊の歌と踊り」、

「イケメン若武者隊の合戦絵巻」のアトラクションを

おおいに楽しみました。 

「ここが松江か？」という思いはどなたもお感じ

になったことと思います。舞姫隊、若武者隊の

益々の活躍を祈ったことでした。 

松江市観光文化課寺本恵子課長からも松江市

の観光 PR をいただき、アトラクションは終了しまし

た。 

 

その後は、なが～い、たのし～い懇親の宴が

続き、そして予定どおり、午後9時にわれらが国歌

「ふるさと松江」を声高らかに大合唱しました。 
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続いて、松江市議会三島良信副議長の音頭で 

「万歳三唱」をした後、「閉会のことば」を澄川光成

副幹事長（雑賀町）が、皆様に心からの御礼を申

し上げ、来年の再会を約す「閉会のことば」を申し

上げて、「懇親会」は終了しました。 

 

［松江の夜］ 

それぞれに、思い出づくりに市内に出かけられ

ましたが、明日のことを考え早じまいをされ、事故

もなく何よりでした。 

 

［二日目］ 

二日目は、全員で「松江歴史館」ではなく、希望

者20名が早朝に出雲大社の参拝に向かい、大根

島・由志園の昼食会場で合流するという臨時編成

で行動しました。 

 

詳しくは、参加の皆様からの「別掲・思い出」に

紹介されていますが、皆様のご協力により誠にス

ムーズに進行しました。 

中でも、出雲大社組は大社さんの当初予定とか

わらぬお出迎えに大感激をいたしました。松江歴

史館組も松江城や市内散策の時間もとれて、皆様

大満足だったようです。 

 
二つのバスの待ち合わせのため、大根島では

たっぷりと大根島から対岸の島根半島を見る時間

も持て、なかなかできない体験をしました。由志園

の食事とすばらしい庭園の散策など、牡丹と朝鮮

人参の島を満喫することができました。 

 

その後、境港水産王国での買い物を終え、全

員無事に 5 日（日）午後 7 時、梅田・阪急バスター

ミナルに帰着しました。ご参加の皆様のご協力に

心から感謝申し上げます。 
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月　　日 曜日 時　　間 行　事　等　の　内　容 場　　　所 備考

１月１５日 金 １８：００
役員会
全国都道府県対抗女子駅伝激励会
「がんばれ島根」携帯ストラップ贈呈

加茂川館
京都島根県人

会主催

１月１６日 日 ９：００ 役員会：同上応援 西京極陸上競技場

１月４日～２１日 土 １１：００ 前進座初春公演「双蝶々雪の子別れ」観劇 京都四条南座

１７：００ 会計監査 竹谷設計事務所

１８：３０
役員会
総会までのスケジュール・総会案内状検討
森廣洋子さんの提案書について

大　枡

２月２３日 金 １３：００ 会長・幹事長・事務局長：松江市訪問 関係機関

３月　４日 木

総会・懇親会案内発送
機関紙愛称募集
映画「ＲＡＩLWAYS」前売券募集
八雲国際演劇祭案内

３月１７日 水 １８：３０ 役員会：松江市訪問報告、総会・懇親会準備 大　枡

３月２２日 月 ９：００ 春の選抜高校野球「開星高校」応援 甲子園

４月１４日 水 １８：３０ 役員会：総会申込状況確認、総会準備 大　枡

４月１６日 金 ７：２０ 近畿島根県市町村人会親睦ゴルフ大会 箕面ゴルフ倶楽部

５月　５日 水 １８：３０ 役員会：総会、懇親会準備・役割分担等 大　枡

５月　９日 日 １１：００
総会、懇親会
下垣真紀コンサート案内

ホテル阪神

６月１６日 水 １８：３０
役員会
総会会計報告、機関紙愛称選考、
機関誌発行について

大　枡

９月１５日 水 １８：３０ 役員会：今後のスケジュール、機関紙ゲラ拝 大　枡

９月２２日 木 １３：００ 八束中学校大阪商人体験地産品販売応援 天神橋商店街

９月３０日 木 機関紙（会報第３号）発行

10月２０日 水
役員会
意見交換、前進座正月公演について
山本洋相談役：退任表明

大　枡

１０月２７日 水 会長・幹事長・事務局長：松江市訪問

１1月　３日 水 島根県人会総会 ホテルニューオータニ

１1月１０日 水 近畿島根県市町村人会親睦ゴルフ大会 箕面ゴルフ倶楽部

１1月２１日 日 北島三郎公演観劇（白木みのるさん出演） 大阪新歌舞伎座

１２月初旬
平成２３年度年会費納付のお願 い発送
平成２３年度上期行事予定報告

平　成　２２　年　度　　事　業　報　告　

２月１７日 水
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科 　 　 　 目 予 　 算 　 額 　 決 　 算 　 額 　 比 較 増 減

前 期 繰 越 金 1 6 , 8 4 8 ▲  1 6 , 8 4 8

総 　 会 　 費 9 7 0 , 0 0 0 7 9 1 , 0 0 0 ▲  1 7 9 , 0 0 0

広 　 告 　 料 2 0 0 , 0 0 0 2 3 7 , 0 0 0 3 7 , 0 0 0

借 　 入 　 金 0 3 9 , 6 5 2 3 9 , 6 5 2

雑 　 収 　 入 1 5 0 1 3 3 ▲  1 7

事 　 業 　 費 0 4 8 6 , 6 0 0 4 8 6 , 6 0 0

合 　 　 　 計 1 , 7 4 2 , 9 9 8 2 , 2 3 2 , 3 8 5 4 8 9 , 3 8 7

科 　 　 　 目 予 　 算 　 額 決 　 算 　 額 比 較 増 減

広 　 告 　 費 4 2 , 0 0 0 4 2 , 0 0 0 0

通 　 信 　 費 6 0 , 0 0 0 7 7 , 2 3 1 1 7 , 2 3 1

事 　 務 　 費 2 5 , 0 0 0 7 5 , 9 5 0 5 0 , 9 5 0

旅 　 　 　 費 5 3 , 0 0 0 4 8 , 8 0 0 ▲  4 , 2 0 0

松 江 市 訪 問 土 産 代 （ ２ 回 ） 2 6 . 1 4 0 円 、 送 金 料 金 5 , 9 7 0 円 、

雑 　 　 　 費 4 0 , 0 0 0 4 9 , 0 6 0 9 , 0 6 0

予 　 備 　 費 　 3 4 7 , 9 9 8 7 0 , 5 2 0 ▲  2 7 7 , 4 7 8

払 込 負 担 金 2 5 , 0 0 0 2 8 , 3 9 0 3 , 3 9 0

次 期 繰 越 金 0 0 0

合 　 　 　 計 1 , 7 4 2 , 9 9 8 2 , 2 3 2 , 3 8 5 4 8 9 , 3 8 7

監 　 　 事 　 　 木 　 　 幡 　 　 泰 　 　 三  

監 　 　 事 　 　 達 　 　 　 山 　 　 　 　 暢  

監 査 の 結 果 、 正 確 に 処 理 、 記 載 さ れ て い る こ と を 認 め ま す 。

平 　 成 　 2 3 　 年 　 2 　 月 　 1 6 　 日

女 子 駅 伝 祝 儀 1 0 . 0 0 0 円 、 同 縁 結 び ス ト ラ ッ プ 9 . 4 5 0 円

近 畿 宍 道 会 祝 儀 1 0 . 0 0 0 円 、 杉 原 監 事 選 別 1 0 . 0 0 0 円 、 白 木 み の る 楽 屋 見 舞 7 , 0 0 0 円

機 関 紙 愛 称 当 選 商 品 代 1 5 . 7 5 0 円 、 八 束 中 学 激 励 8 . 3 2 0 円

事 　 業 　 費 0 4 4 6 , 6 0 0 4 4 6 , 6 0 0

映 画 前 売 券 5 4 . 6 0 0 円 、 下 垣 真 希 チ ケ ッ ト 3 2 . 0 0 0 円

北 島 三 郎 チ ケ ッ ト 3 6 0 . 0 0 0 円

H P 作 成 ソ フ ト 1 7 . 8 0 0 円 、 H P 接 続 料 1 2 , 8 0 5 円 、

総 会 写 真 プ リ ン ト 代 6 . 7 0 9 円 、 コ ピ ー 紙 代 1 7 . 9 9 9 円

文 具 等 2 1 . 6 3 7 円 、

松 江 市 訪 問 2 回 （  田 会 長 、 有 田 幹 事 長 、 竹 谷 事 務 局 長 ）

市 町 村 G 飲 物 代 （ 2 回 ） 6 , 7 0 0 円 、 広 告 料 返 金 （ 一 畑 電 鉄 5 . 2 5 0 円 、

大 桝 5 . 0 0 0 円 ）

年 賀 ・ 暑 中 見 舞 い 紙 上 掲 載 （ 山 陰 中 央 新 報 社 ）

切 手 ・ ハ ガ キ ・ レ タ ー パ ッ ク ・ メ ー ル 便

印 　 刷 　 費 1 5 0 , 0 0 0 2 4 5 , 3 7 6 9 5 , 3 7 6

会 報 第 3 号 （ 2 5 0 部 ） 1 3 1 . 2 5 0 円 、 同 増 刷 （ 1 0 0 部 ） 6 3 . 0 0 0 円

会 議 資 料 ・ 案 内 チ ラ シ 等 5 1 . 1 2 6 円

総 　 会 　 費 1 , 0 0 0 , 0 0 0 1 , 1 4 8 , 4 5 8 1 4 8 , 4 5 8

阪 急 阪 神 ホ テ ル ズ 支 払 1 . 0 8 8 . 4 5 8 円 、

下 垣 真 希 氏 謝 礼 5 0 . 0 0 0 円 、 土 田 和 男 氏 謝 礼 1 0 . 0 0 0 円

映 画 レ ー ル ウ エ イ 前 売 券 1 . 3 0 0 円 × 4 2 枚 ＝ 5 4 . 6 0 0 円 、

下 垣 真 希 コ ン サ ー ト チ ケ ッ ト 4 . 0 0 0 円 × 8 枚 ＝ 3 2 . 0 0 0 円

北 島 三 郎 特 別 講 演 チ ケ ッ ト 1 0 . 0 0 0 円 × 4 0 枚 ＝ 4 0 0 . 0 0 0 円

支 　 出 　 の 　 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 単 位 ： 円

備 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 考

3 0 . 0 0 0 円 × 2 名 ＝ 6 0 . 0 0 0 円 、 2 6 . 0 0 0 円 × 1 名 ＝ 2 6 . 0 0 0 円

1 3 . 0 0 0 円 × 2 名 ＝ 2 6 . 0 0 0 円 、 1 2 . 0 0 0 円 × 1 名 ＝ 1 2 . 0 0 0 円

1 0 . 0 0 0 円 × 3 名 ＝ 3 0 . 0 0 0 円 、 6 . 5 0 0 円 × 2 名 ＝ 1 3 . 0 0 0 円

5 , 0 0 0 円 × 1 4 名 ＝ 7 0 . 0 0 0 円

 田 運 三 郎

受 取 利 子 1 3 3 円

会 員 　 1 名 × 3 . 0 0 0 円 ＝ 　 　 3 . 0 0 0 円 （ 2 1 年 度 分 ）

懇 親 会 費 8 4 名 × 7 . 0 0 0 円 ＝ 5 8 8 . 0 0 0 円

来 賓 祝 儀 1 9 名 × 7 . 0 0 0 円 ＝ 1 3 3 . 0 0 0 円

　 　 〃 　 　 　 7 名 × 1 0 . 0 0 0 円 ＝ 7 0 . 0 0 0 円

寄 　 付 　 金 1 0 0 , 0 0 0 2 3 7 , 0 0 0 1 3 7 , 0 0 0

1 0 0 . 0 0 0 円 （ A S S 松 江 ） 5 0 . 0 0 0 円 （ 和 田 亮 介 ） 1 0 . 0 0 0 円 （ 若 松 靖 子 ）

1 7 . 0 0 0 円 （ 高 本 　 薫 ） 6 0 . 0 0 0 円 （  田 運 三 郎 ）

平 成 2 2 年 度 　 近 畿 松 江 会 　 収 支 決 算 書

（ 平 成 2 2 年 1 月 1 日 ～ 平 成 2 2 年 1 2 月 3 1 日 ）

収 　 入 　 の 　 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 単 位 ： 円

備 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 考

年 　 会 　 費 4 5 6 , 0 0 0 4 4 1 , 0 0 0 ▲  1 5 , 0 0 0

会 員 1 4 6 名 × 3 . 0 0 0 円 ＝ 4 3 8 . 0 0 0 円 （ 2 2 年 度 分 ）
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月　　日 曜日 時　　間 行　事　等　の　内　容 場　　　所 備考

１月１５日 金 １８：００
役員会
全国都道府県対抗女子駅伝激励会
「がんばれ島根」携帯ストラップ贈呈

加茂川館
京都島根県人

会主催

１月１７日 日 ９：００ 役員会：同上応援 西京極陸上競技場

１月３日～２２日 １１：００ 前進座初春公演「きられお富」観劇 京都四条南座

１７：３０ 会計監査

１８：３０
役員会
総会までのスケジュール・総会案内状検討

３月　４日 金 １３：００ 会長・幹事長・事務局長：松江市訪問 関係機関

３月１６日 水 １８：３０
役員会
ふるさと訪問バスツアーについて
東北関東大震災義援金、物資供給について

大　枡

３月１８日 金 東北関東大震災義援金及び支援物資供給募集案内

４月　２日 土 １４：００ 役員会ほか：東北関東大震災支援物資仕分け 竹谷設計事務所 ７名

４月　６日 水 １８：３０ 会長・幹事長・事務局長：義援金寄贈 山陰中央新報大阪支社

４月８日～ 支援物資出荷開始

４月１２日 火 ふるさと訪問バスツアー案内状発送

４月１３日 水 近畿島根県市町村人会親睦ゴルフ大会 箕面ゴルフ倶楽部 参加６名

４月２０日 水 １８：３０
役員会
バスツアーについて
総会、懇親会式次第等について

大　枡

５月１１日 水 １８：３０ 役員会：バスツアー申込状況ほかについて 大　枡

５月２５日 水 １８：３０
役員会
懇親会来賓の確認、式次第最終決定
役割分担について

大　枡

６月４日～５日 土・日 ふるさと訪問バスツアー

以降毎月 第３水 役員会

随　時 松江市校下小、中学校修学旅行、体験学習応援

八束中学校大阪商人体験地産品販売応援 天神橋商店街

会報第４号発行

１０月 役員松江市訪問

近畿島根県人会総会・懇親会

近畿島根県市町村人会親睦ゴルフ大会 箕面ゴルフ倶楽部

北島三郎　公演観劇（白木みのるさん出演） 大阪新歌舞伎座

１２月
平成２４年度年会費納付のお願 い発送
平成２４年度上期行事予定報告

平　成　２３　年　度　　事　業　計　画　（案）　

２月１６日 水 大　枡

９　月

１１月
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科　　　目 ２２年度決算額 ２３年度予算額 比較増減 備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考

前期繰越金 0 0 0

年　会　費 441,000 504,000 63,000 　168名×3.000円＝504,000円

総　会　費 791,000 2,170,000 1,379,000 　70名×27.000円＝1,890,000円、28名×10.000円＝280.000円

寄　付　金 237,000 100,000 ▲ 137,000

広　告　費 237,000 240,000 3,000

借　入　金 39,652 0 ▲ 39,652

雑　収　入 133 150 17 　受取利子

事　業　費 486,600 300,000 ▲ 186,600 　北島三郎チケット30×10,000円

合　　　 計 2,232,385 3,314,150 1,081,765

科　　　目 ２２年度決算額 ２３年度予算額 比較増減 備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考

総　会　費 1,148,458 2,300,000 1,151,542

広　告　費 42,000 42,000 0 　年賀・暑中見舞い広告（山陰中央新報社）

通　信　費 77,231 80,000 2,769 　案内状発送費等

印　刷　費 245,376 250,000 4,624 　機関紙発行、案内状、会議資料

事　務　費 75,950 50,000 ▲ 25,950 　文具、コピー紙等

旅　　　 費 48,800 50,000 1,200 　松江市訪問

雑　　 　費 49,060 50,000 940 　松江市訪問手土産等

払込料金負担 28,390 40,000 11,610

借入金補填 0 39,652 39,652

予　備　費 70,520 142,498 71,978

事　業　費 446,600 270,000 ▲ 176,600

次期繰越金 0 0 0

合　　 　計 2,232,385 3,314,150 1,081,765

平成２３年度　近畿松江会　収支予算（案）

（平成２３年１月１日～平成２３年１２月３１日）

収　入　の　部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位　：　円

支　出　の　部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     単位　：　円
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近  畿  松  江  会  役  員  改  正  

（ 平 成 ２ ３ 年 １ 月 １ 日 ～ ２ ４ 年 １ ２ 月 ３ １ 日 ）  

顧    問      和  田  亮  介    （ 宍  道  町 ）  

相  談  役      伊  藤  雅  義    （ 宍  道  町 ）  

会    長        田  運 三 郎    （ 雑  賀  町 ）  

事  務  局  長    竹  谷    奬    （ 八  束  町 ）  

副  会  長      小  川  龍  朗    （ 島  根  町 ）  

副  会  長      木  村  八 重 子    （ 東  本  町 ）  

幹  事  長      有  田    嵩    （ 宍  道  町 ）  

副  幹  事  長    澄  川  光  成    （ 雑  賀  町 ）  

常 任 幹 事 ・ 広 報    松  本  耕  司    （ 上  本  庄  町 ）  

常 任 幹 事 ・ 地 域    井  上  隆  吉    （ 上 東 川 津 町 ）  

常 任 幹 事 ・ 地 域    井  上  芳  子    （ 石  橋  町 ）  

常 任 幹 事 ・ 地 域    押  田  良  樹    （ 大  庭  町 ）  

常 任 幹 事 ・ 地 域    中  村  博  行    （ 新    町 ）  

常 任 幹 事 ・ 地 域    木  村  恵  吉    （ 雑  賀  町 ）  

常 任 幹 事 ・ 地 域    伊  藤  征  治    （ 北  堀  町 ）  

監    事      木  幡  泰  三    （ 宍  道  町 ）  

監    事      糸  川  孝  一    （ 北  堀  町 ）  
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近 畿 松 江 会 こ の 一 年 

第5回総会（平成２２年５月９日）以後、 

   第６回総会（平成２３年６月4日） 

 

平成２２年 

☆６月１６日（水）６月期 三水会 

・平成２２年度総会および総会会計総括 

・会報改め機関紙としての愛称名選考 

３月４日からの機関紙の愛称募集の結果、

１１名（１７愛称）の応募のうち松浦松江

市長、和田顧問、 田会長、有田幹事長、

松本広報担当幹事により選考。金山富美さ

んの「松江だんだん」に決定。次点は 田

チエミさんの「だんだん」でした。 

お二人に八雲塗の記念品を贈呈 

・会報第３号「松江だんだん」発行について協

議。第２号以上の編集を目標 

☆９月１５日（水）９月期 三水会 

  ・会報第３号ゲラ拝、修正加筆。発行部数を２

５０部、発送を９月末に決定 

☆９月２２日（木） 

松江市立八束中学校2年生の天神橋3丁目の

「天三おかげ館」にて大阪商人の心得を受講

し、2丁目及び３丁目、２箇所で八束（大根

島）特産品（牡丹苗、人参コーヒー、牡丹染

めほか）の販売と観光ＰＲを応援 

「生徒数 男子16名、女子19名、計35名」 

 

☆９月３０日（木）機関紙松江だんだん 

会報第３号 発行 

☆１０月２０日（水）１０月期 三水会 

 ・９月２２日の八束中学校生徒体験学習感想文

を紹介（皆がいい思い出に・・・） 

 ・「前進座初春公演」観劇募集について協議 

 ・山本洋相談役、退任表明 

  山本相談役におかれましては発足当時より

お世話になりました 

  役員会より記念品贈呈、お好きなカラオケで

お別れした 

☆１０月２７日（水） 

  ・会長・幹事長・事務局長、松江市役所・商

工会議所ほかを訪問 

平成２３年度総会・懇親会を松江市で開催す

ることを報告し、協力を依頼 

 

 

☆１１月３日（金）第 回近畿島根県人会 参加 

☆１１月１０日（水）第 回近畿島根県市町村人

会親睦ゴルフ大会参加 

☆１１月２１日（日）白木みのるさん出演「北島

三郎公演観劇 於 大阪新歌舞伎座」 

 ・楽屋見舞いに大根島の牡丹をお届  

白木みのるさんより手ぬぐいプレゼント 

☆１２月初旬  

・平成２３年度会費納付のお願い発送 

・平成２３年度上期行事予定報告 
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  平成２３年 

☆１月１５日（金） 役員有志 

 ・全国都道府県対抗女子駅伝激励会に参加し、

「がんばれ島根」携帯ストラップを監督、

コーチ、選手へ贈呈 

☆１月１７日（日）随意 

・全国都道府県対抗女子駅伝を京都西京極陸

上競技場、沿道にて応援 

☆１月３日（月）～２２日（土）随意 

・恒例劇団前進座初春公演「切られのお富」 

観劇 於 京都四条南座 

☆２月１６日（水）２月期 三水会 

・平成２２年度会計監査を実施 

・総会・懇親会を松江市で開催についスケジ

ュール確認、案内状検討 

☆３月４日（金） 

・会長、幹事長、事務局長、松江市役所、商

工会議所、ほかを訪問 

   松江歴史博物館見学をメインに、アトラク

ションほかについてお願い 

☆３月１６日（水）３月期 三水会 

・３月１１日の東北関東大震災犠牲者に黙祷 

・同上義援金及び支援物資供給を会員へ呼掛

け決定 

・松江市での総会・懇親会を「ふるさと訪問

バスツアー」と題し検討 

☆３月１８日（金）義援金及び支援物資供給の

お願い発送 

☆４月２日（土）支援物資仕分け 

・紙おむつ、タオル、各種衣類、学用品、日

用雑貨他段ボール１５箱 

☆４月６日（水）会長、幹事長、事務局長にて

義援金寄贈 

 ・山陰中央新報社大阪支社を通じ、 

日本赤十字社へ 

 ※総額368,750円 

  大変ありがとうございました 

☆４月８日（金）～随時 支援物資発送 

・発送は物資受付状況を判断しながらの為、

全物資送付迄一月を要す 

  発送に在っては和田哲㈱の協力により運

送会社の優遇を得た 

☆４月１２日（水）ふるさとバスツアー案内状

発送 

 ・大震災における自粛も考慮したが、松江市

へ元気を届ける意味もあり予定通り 

  決行することにするも案内が約２０日遅

れとなる 

☆４月１３日（水）有志 

 ・第回島根県市町村人会親睦ゴルフ大会に４

組（１２名）参加、近畿松江会 山口正明

氏が優勝 

  団体は25位 

  ※参加者を募集しています 

   電話072-696-7334 井上常任幹事迄 

☆４月２０日（水）４月期 三水会 

 ・総会、懇親会式次第等検討 

☆５月１１日（水）５月期 三水会 

 ・バスツアー申込状況不調、動員をお願い 

 ・総会、懇親会式次第等詳細検討 

☆５月２５日（水）総会直前 三水会 

 ・懇親会来賓の確認、式次第最終決定、役割

分担確認 

☆６月４日（土）５日（日） 

ふるさと訪問バスツアー 

総 会 ホテル一畑 梅の間 

懇親会 ホテル一畑 サンシャインホール 

http://www.pdfcomplete.com/cms/hppl/tabid/108/Default.aspx?r=q8b3uige22


~ 16 ~ 
 

ふるさと訪問“バスツアー” 

感 想 文 
ふるさとを訪ねる、童心に帰ったバスの旅。 

往路の山陰道での午前中の交通事故の影

響が午後まで長引き、我々のバスはそれを知

らずに突っ込んで退くことも下りることもできず、

初日の出雲大社参拝の中止といういきなりの

オオゴトがありました。 

しかし、それにもめげることなく、皆様から元

気な二日間の感想をお聞かせいただきました。

有難うございました。（アイウエオ順） 

 

■伊藤雅義（宍道町） 

１．懇親会に、松浦市長はじめ多くの来賓のご 

光来をいただき、感激。 

２．あの場面でメダリストの登場に、いささか面 

食らう。 

３．若武者隊による演武や舞姫隊による演舞に、

ここが松江かとたまげる。 

４．松江歴史館で、松江の文化・歴史にふれた 

あと天守を見ながらの一服は正に至福のひ 

ととき。 

５．車窓から眺めた街並み、由志園のみどりは 

一段と美しく、松江をふるさとにもった喜びを 

かみしめる。 

６．渋滞により出雲大社に参拝できなかったの 

は残念。ただ見方を変えて、我々が乗車した 

バスが大事故の事故車でなかったことを喜 

ぶ。（大黒主神のおかげ） 

 

■井上芳子（石橋町） 

 6 月のふるさと松江訪問バスツアーに、大阪の

友人2 人を誘って参加致しました。 

 私も結婚を期に大阪に出て何度も帰省していま

すが、ひさしぶりに松江城の天守閣にのぼり、歴

史館では生菓子で抹茶をいただき、我がふるさと

の良さをあらためて自慢しました。 

2 人とも大変喜び、又、松江に来たいと言って

いますので、今度はイベントの時に誘いたいと思

っています。 

 

■押田良樹（大庭町） 

いつもは一人、車で帰る松江ですが、皆さんと

一緒に賑やかにお国入りするのはまた格別に楽

しい経験でした。まず車窓から景色がゆっくり見ら

れるし、高いところから見るので風景がいつもと違

って見えて新鮮でした。 

山陰道の不通のため初日に出雲大社へ行けな

かったのは残念でしたが、懇親会では地元の先

輩に 50 年ぶりに再会できたし、歴史館、由志園と

松江再発見ができ、会の皆さんとの親睦も深まっ

たと思います。 

由志園で皆さんと別れ 2 日間大庭の家に滞在

しました。翌日合銀の展望フロアに上って市街を

眺めますと、くにびき大橋の東に建設中の第五大

橋が見えました。また松江は変わっていきます。 

古志原の緑山公園（昔の陸軍墓地）の急坂を上

り、もう何年も前に移った母校四中を初めて見てき

ました。これからも帰省の折には古い松江、新し

い松江の見聞を広げようと思います。 

 

■面白 紘（本庄町） 

予想もしなかった交通事故による渋滞と、ある

程度は予想された自然渋滞で、車中での時間が

若干多かったが「近畿松江会ふるさと訪問バスツ

アー」では楽しい 2 日間を過ごすことができまし

た。 

新しく出来た「松江歴史館」では 18 年間過ごし

たふるさと松江を再発見した。また、展示されてい

た江戸時代の地図に、殆ど記憶にはないが 5 歳

まで住んでいた本籍地「魚町（白潟魚町）」の名前

が記載されており、感慨無量のものがあった。 

「松江歴史館」見学の後の自由時間は、観光は

止めて、寺町にある菩提寺「祝盛山宗泉寺（文安2

年・1,445 年、現在の地に再建）にお参りすること
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にし、寺町まで市内を散策した。 

その道すがら松江大橋で、大橋川でボートの

練習をしているのに遭遇した。松江高校時代のク

ラス対抗戦ボート（エイト）で、放課後宍道湖で練

習し、新大橋～松江大橋間を漕いだ記憶が懐か

しく思いだされた。 

今回のバスツアーでは、近畿松江会の皆様と

楽しく語り合うことができ、また大根島からは対岸

の母校・本庄中学校を見ることができ、大変楽しい

ひと時を過ごすことができました。 

幹事様、ありがとうございました。 

 

■小松雅子 

近畿松江会の今回の松江ツアーにおいては、

とてもゆったりと楽しく過ごすことが出来ました。 

ツアーにあたり、企画されたスタッフの皆様方

の陰のお力に心から感謝いたします。 

交通事故の影響を受けて、初日に出雲大社を

参拝できないというアクシデントはありましたが、

二日目の臨時選択という適切なご判断で、出雲大

社の 60 年に一度の“平成の大遷宮”も拝見するこ

とが出来ましたことは、この上ない感動でございま

した。 

私は明石に住まいしておりますが、松江は親類

や大学時代の友人、又、仕事における友人など、

何かとご縁の深い町です。 

開府 400 年祭が終わっても、又、松江ツアーを

心待ちにしております。 

第二のふるさと松江のこれからの発展と、近畿

松江会のますますのご発展を心からお祈り申し上

げます。有難うございました。 

 

追伸 実行委員の皆様へ 

この度は有難うございました。こまやかなお心

配りのお蔭でツアーの成功がありました。感謝い

たします。 

 

■木幡晃正（宍道町） 

 いつもお世話いただき、ありがとうございます。 

「なでしこジャパン」の金メダルの奇跡的獲得！ 

私は奇跡は起こりえない、つくりごと、ものがたりと

思っていましたが、これから奇跡を信じることにい

たしました！ 

先きの松江会での出雲大社本殿の屋根工事の、

皇室の方しか入れないぐらいの場へご案内して

いただき、これは私の人生での奇跡でした。 

松江会のおかげですごい体験ができました！

ありがとうございました。 

出雲大社遷宮の頃に、又、松江にて松江会が

あり、皆様揃って美しき本殿参拝ができれば、会

の皆様のご多幸と松江会の発展祈願が出来てよ

ろしいのではと思い、ご提案致します。 

これからも健康に留意し、毎回出席していく所

存です。 

 

■木幡泰三（宍道町） 

【6 月 4 日（土）】 

6月4日（土）～5日（日）のふるさと訪問ﾊﾞｽﾂｱｰ

の出席は私が身障者であるため、皆様にご迷惑

をかけると思い、欠席も考えましたが、今回は「松

江歴史館」を見学したいのと、「由志園」を観たい

ため出席しました。 

もう一つは事務局のご配慮で車椅子を手配して

いただき、今まで乗ったことはありませんでしたが、

感激いたしました。 

6 月 4 日（土）は予定どおり出発するも、米子を
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過ぎ、安来からの高速に入ったところで、交通事

故の影響で２時間予定が狂い、初日の出雲大社

参拝は中止になりました。17時30分からのホテル

での総会・懇親会がメーンの行事となり、郷里松

江の方々や松江市関係者の方々との懇親を楽し

みました。 

6月5日（日）は、朝一番の行事は、松江歴史館

見学と出雲大社参拝の選択になり、私は目的の松

江歴史館を見学することにしました。 

歴史館の駐車場で降り、車椅子を押していただ

いて、初めて乗ることができました。（感謝） 

私が驚いたのは、歴史館のフロアは畳と床板で

したが、畳の広い座敷も車椅子を利用してもＯＫ

であり、感動した次第です。又、途中で座敷に座

ったり、喫茶店方式の椅子／テーブルで松江の

和菓子と抹茶で休憩をしたり、松江の雰囲気をた

っぷり味わいました。 

これから松江歴史館に興味のある方には、車椅

子に乗ったままでその雰囲気を味わうことが可能

であるとＰＲしたいと思います。 

その後、大根島にバスで移動し、由志園を観光

しましたが、由志園は広大な魅力ある庭園である

ため、ゆっくりと観る必要があると感じましたので、

関西に住んでいる家族、親戚を連れて、近い内に

再び訪れたいと決めています。 

 

■坂口京子 

 先日は、松江出身でない私にまで参加のお声

かけをいただきまして、ありがとうごいざいました。 

 今まで私の旅行は個人、あるいは旅行社の団体

旅行で、今回の松江会のように多人数でありなが

ら和やかなグループの旅は初めてでした。 

夜の懇親会では食べきれないほどのご馳走と、

松江市長様（カッコ良い～）とかお偉い方々、そし

て北京オリンピック・シンクロ銀メダリストの鈴木絵

美子さんにメダルを触らせていただきました。メダ

リストと紹介される前に後ろ姿を拝見していました

が、この方は普通の方ではないと思っていました。

きっと鍛え上げられた体とオーラなのでしょうね。 

やはり凄い方々、普通の旅ではお会い出来な

いような方々にお目にかかれて感謝しています。 

 又、大根島でボタンの花を栽培し、台湾に輸出

されてる方にお話を伺うなど、松江の一部分に触

れさせていただき、良い思い出が出来ました。 

お世話いただきました役員幹事の皆様に感謝

申し上げます。 

ありがとうございました。 

 

■下田陽子（京都島根県人会） 

近畿松江会の皆様にご一緒させていただくこの

度の松江旅行をどれほど楽しみにしていたこと

か・・・想像以上に楽しい旅行でした。 

大阪梅田を出発し、旅行の幕開けに早速ビー

ルを“プシュッ”とあける。この一口がたまりません。

どんな経験ができるのかワクワクしていました。 

中でも、出雲大社の大屋根葺替工事では、本

当に素晴らしい体験ができました。千家宮司様、 

禰宜様から直々にご説明をして下さり、葺替工事

の現場に足を踏み入れた時、職人の方々が黙々

と檜皮を手に「トントン トントン」と檜皮 

葺き作業をされていました。圧倒するような大屋根

の上でなされる檜皮葺き作業の光景と音・・・。こ

の空間には時代を忘れさすような、又、歴史の重

みのような何とも言えない不思議な感動を覚えま

した。 

他にも、由志園での散策、昼食夕食とも気さく

に話して下さる松江会の方々との楽しいお食事は

今でもありありと脳裏に浮かんできます。 
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又、予定外に立ち寄った島根県立美術館では、

強風でも髪を振り乱しながら必死に「縁結びうさぎ」

を撫でたこと・・・、大根島の展望台でさくらんぼの

ような木の実を食べて舌が黒くなり少し後悔したこ

と・・・、想いだせば本当に心に残る楽しい時間を

過ごすことができました。 

 このように心から楽しめた背景には、思いもよら

ぬ大渋滞で大幅に予定を変更せざるを得ない中、

和田顧問、 田会長、竹谷事務局長、松本常任

幹事がバスを超えた連携プレーで、早急な判断、

対応をして下さった事、出発から解散まで松江会

の皆様の温かいお心遣いがあったからだと心か

ら感謝しています。 

 このような機会、良き想い出をいただき、本当に

有難うございました。 

 

■武田和子（雑貨町） 

この度は竹谷事務局長はじめ役員の皆様方の

あたたかい御支援によって 86 歳の高齢の私も二

年ぶりにふるさと訪問のバスツアーに参加させて

頂き本当に有難うございました。 

大社参拝はかないませんでしたが、小学校、女

学校通学の 10 年間すごしたなつかしい松江の街

にすばらしい歴史館ができて “山陰文化の中心

と栄えゆく都 あゝ松江” と市歌であったか思い

出して感激の時を味わいました。城下町の情緒を

またゆっくりと体験致したいと思います。 

ホテル、由志園の食事、ふるさとの味は大変お

いしかったです。大根島のぼたんの美しさには感

動致しました。日本庭園も立派で心洗われました。

小泉八雲の旧居まで見学がかない満足致しまし

た。大変遅くなりましたが、御厚情を心より感謝申

し上げます。 

 

■鳥屋尾 勇（大枡・出雲市） 

 ふるさと訪問バスツアーでは、お世話になりまし

た。 

 朝、集合場所に行くと、女性会員さんの多さ、又、

役員さん達が資料・のぼり、搭乗名簿と気配りがヒ

シヒシと伝わる緊張感に、今日は楽しみと期待感

が広がる。 

バスに乗ると、段取りどおりの役割分担の手際

の良さに感心し、昼食後の午後の山陰道で事故

による交通渋滞のハプニングもあって、出雲大社

は明日の楽しみになったものの、バスは一路ホテ

ル一畑へ、気持ちよく松江に到着しました。 

総会を手短かに終わり、懇親会に入ってからは

驚きの連発。松江市のリーダーの方の勢ぞろい、

懐かしい人との出会い、料理の質と量にも満足、

そして目の保養には舞姫隊と若武者隊、特に舞

姫隊の舞にはうっとり・・とし、大満足のパーティで

した。その後は、部屋に帰り同室のメンバーとの

懇談に花が咲き、この会話がまた楽しく為になりま

した。 

常に、松江会のまとまりの良さには関心を持っ

ておりましたが、その一角を見たような気持ちにな

りました。段取りの良い人、気遣いの良い人、少し

の時間も大切にする人と・・。 

二日目の松江歴史館は初めての見学でした。

また、大根島の八束支所近くの高台（大塚山）に

あんな眺めの良い場所があるのも初めて知りまし

た。  楽しい二日間を有難うございました。 

■中村博行（新町） 

 6月4日に開かれた松江における近畿松江会の

懇親会。席上登場した「舞姫隊」は、若さが溌剌し

て、可愛いし、元気もよく、そして歌も踊りも明るく

て素晴らしかったです。 

翌日、「松江歴史館」見学後、お城に向かった

ら、松江城山公園のステージでも踊りを披露して

いました。踊りのあとは、お城の横の売店で販売

員もしていて、とにかく一生懸命の観光活動が印

象に残りました。 

「若武者隊」は、派手さこそ「舞姫隊」に一歩譲り

ますが、こちらの演武の方もなかなか良かったで

す。両者力を合わせて松江観光にこれからも活躍

することを祈っています。 
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■長谷川裕子 

 松江に行ったのは今回で二度目ですが、今回

の訪問でいかに松江が観光に力を入れて、そし

て松江の良さをいかにアピールしているかを感じ

る事が出来ました。 

近畿松江会の皆様の故郷への強い思いが後押

ししていると強く思いました。 

 

■松井信子 

 テレビでしか見たことのなかった出雲大社、宍

道湖、名前すら知らなかった（失礼）大根島。もち

ろん、島根県に旅行したのは初めてです。又、知

らない方々とご一緒というのも楽しみでした。 

心に残った事。 

・出雲大社の見学では、歴史と伝統の深さ 

を感じさせて頂きました。 

・由志園での昼食では、初対面にもかかわ 

らず島根県の色々なお話を聞かせて頂き 

ました。もっと時間があったら・・と残念でし 

た。 

・時間の都合上、松江散策が出来なかった 

事も残念でした。 

でも、お蔭様で楽しい旅行が出来ました。お世

話頂いた方々に感謝をしています。 

有難うございました。 

 

■松本耕司（上本庄町） 

思いがけない山陰道の交通事故で、初日のハ

イライトである出雲大社参拝を断念するハメになっ

たが、この嫌な出だしの思いも二日目の出雲大社

さんのご配慮あふれる接遇のお蔭で吹き飛んだ

ように思う。 

二日目の松江歴史館見学を断念して、出雲大

社参拝にこだわった信心深い？有志２０人は、ホ

テルを早朝に出発するという努力を払った以上の

すばらしいご利益をいただいた。６０年ぶりの平成

の大遷宮の様子だけ拝見し、静かに参拝だけし

て帰ろうと思っていた我々２０人を、なんと初日に

準備されていたと同じ体制でお迎えいただいた

のである。望外のご接待であった。 

千家宮司さんのご挨拶をいただいただけでも

驚いたのに、ついには修復中のご本殿の囲いの

中に入り、階段を上がって、檜皮葺きの現場まで

拝見させていただいた。修復工事が終わって本

殿がその雄姿を見せてくれた時、「あの屋根と同

じ高さまで歩いて上がったことがあるよ」と言える

のは、何と素晴らしいことであろうか。今からワクワ

クする思いである。 

どうやら、檜皮葺きをしていた４人の職人さんは、

我々のために臨時に休日出勤をして作業の様子

を見せていただいたようである。出雲大社さんの

お心配りには心から感謝を申し上げたい。このご

恩義にお応えするには、これからはあだやおろそ

かな信心ではならじと決意して大社さんを後にさ

せていただいた次第であった。本当に“だんだん”

でした。 

驚いたというか、勉強になったことがもう一つ。

大社さんの本殿は国宝なのに、伊勢神宮が国宝

でないのは何故でしょうか？ それはお伊勢さん

は遷宮のたびに全面建て替えをするので、国宝

にはなれないということなのだそうです。 

それに比べて大社さんが国宝である理由は、６

０年ごとに傷んだところだけを、６０年前と同じ材質

のものを全国から探してきて、部分補修を積み重

ねてきているからだそうです。国宝を維持すると

いうことは大変な努力がいるものですね。 
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寄稿集 “松江だんだん” 
会報のニックネーム「松江だんだん」にちな

み、「松江に“だんだん”を言う」ページをつくり、

何人かの方にご寄稿をいただきました。 

わが町・わが村・・を「語る」内容でも、「思い

出」でも、「思い」でもすべて可とし、タイトルも、

「スキニシテ ゴシナイ」としています。 

お願いしたのはただ一つ。「松江松江と言っ

ても広いので、旧市内の話であれ、在郷（ザイ

ゴ）の話であれ、誰もがしらない大字・小字の

細部の話にこだわってもらった方が「エエダナ

イカ？」と言うことです。 

皆で語り継ぐ企画ですから、町内のリレーの

ように、次号はあなたにバトンがいくかもしれ

ません。その節はよろしくタノンマスケンネ。 

まずはご一読ください。 

（掲載はアイウエオ順） 

 

■「ふるさと宍道の思い出」 

有田 嵩（宍道町） 

平成 23 年は、故里を思い、激励し、頑張ろうと

声をかけ合う歳である。特に 3 月11 日、東日本大

震災から人と人との絆を強くしている。 

松江市域の西南部に位置する宍道、宍道湖を

前面に、奥に雲南部の農産物、和鉄等を集める

海陸交流の要地として栄えた宿場町であった。 

 

＜名所旧跡等＞」 

○八雲本陣（木幡氏邸） 

○要害山 

○宍道湖岸（北津、中津、原津） 

○ふるさと森林公園 

○祭 れんげ祭（3 日間） 

 

＜宍道湖での泳ぎ＞ 

宍道の街を南北に佐々布川が湖に流れる。そ

こから西の岸壁の方が遊び、泳ぎの中心地であっ

た。夏、朝 5 時ごろ、仲間達と一緒にエビ採りのタ

モを持って湖の岸壁を西の方へと進み、タモでエ

ビを採ったものである。これは楽しく、うれしい手

練であった。午後は、先輩に泳ぎ方をいろいろ学

び泳ぎ、波に乗るようになる。時々水にもぐって、

シジミを採った。遊び泳ぎ疲れて、帰るようになる、

赤い夕陽が斐川平野に沈んでいく様子をみて想

いにふける時もあった。 

天気のよくない時は、余り遠くない女夫岩付近

の“つつみ（沼）”で泳ぎ、岸の松の枝から飛び込

みを繰り返した。このお蔭で、最近、プールで泳

ぎ、飛び込みも苦にならず楽しく泳いでいる。 

 

＜要害山＞ 

宍道湖の南300ｍにある要害山は戦国時代、宍

道城の支城として築いた拠点、標高 50ｍ余りの小

山だが、宍道湖をはじめ東西南北の地形、交通

往来を見渡せる要衝である。山上には合図のノロ

しをあげたと見られる岩穴がある。この直ぐ下に広

場があり、桜の名所として賑うところである。昭和

20 年、この広場を開墾して甘藷を植え、食糧増産

を行ったものである。広場は固くなかなか苗を植

えるようにならず、撒き水を繰り返した。麓の小川

から急な坂道の水運びは、小学生にとって大変な

重い仕事だった。 

戦国時代の兵は、この甘藷づくりをどう思った

であろうか。 

作業の後、町長から力強い激励の挨拶があり、

感動したものである。 

66 年前のことだった。 

 

■「西津田の夏の日」 

糸川孝一（北堀町） 

私は北堀町の出身であり、この夏に大阪に転

勤するまでは北堀の地で親と一緒に住んでいた。

しかし、今からさかのぼること 41 年前、大阪
で万国博覧会が開催された 1970年のころは、
今の北堀の家には祖父と祖母が住んでいて、私

たちは父の勤める会社の社宅がある西津田に住

んでいた。当時の西津田は現在のように開発さ

れておらず自然が多く残っていて、社宅のすぐ

前にも「美月池」という大きな池があり子供た

ちにとっては本当に楽しい遊び場であった。 
夏になると、池の水面上を定期的に行き来す

るおんじょ（ギンヤンマ）を夢中になって採っ

た。釣りをすればフナがたくさん釣れ、時には
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大きなライギョが釣れた。夜になるとウシガエ

ルが大きな声で鳴いていた。ある日、ついにそ

の巨大なカエルを捕まえることに成功し、母に

「これは食用のはずだから料理して」と頼んだ

が「無理！」と言われたので。リンゴの木箱の

中に入れて厳重に蓋をして庭においておいたが

翌朝にはなぜか逃げていた。 
ある夏の日、その池に落ちたことがある。自

転車のハンドルを右に切りすぎ、自転車ごとド

ボーンと池に落ちてしまったのである。勢いで

私は一瞬水中深く沈んだが、泳ぎには覚えがあ

ったので難なく浮き上がりすぐに陸にあがった。

しかし、大切な自転車は池の底へとゆっくりと

沈んでいきやがて見えなくなった。大切な自転

車を池に落としてしまい「これは大変なことに

なった、こっぴどく叱られる」と思った。びし

ょ濡れのまま家に帰り「池に落ちた、自転車は

沈んでなくなった」と言うと、母は目を丸くし

て驚いたが「すぐに服を脱いで、風呂に入りな

さい」と言っただけであった。私は叱られるこ

とを覚悟していたので何となく拍子抜けしたの

を覚えている。 
当時の母の気持ちを考えると「とにかく無事

でよかった」という安堵の気持ちでいっぱいだ

ったのに違いない。わが子がとても危険な目に

あったのだから。母は心底肝を冷やしたであろ

う。本当に心配をかけたと思い、今でも大いに

反省している。子供は、親の愛情をいっぱい受

けて育つのであるが、子供はその時はそのこと

にあまり気が付かないものだ。私も 23 歳の息
子と 20 歳の娘を持つ身になって少しはそのこ
とがわかるようになってきた。 
しかし、あの夏の日に限らず、今でも親には

様々なことで心配をかけているようである。も

うじき50歳になるが反省しきりである。 
追伸 
なお、出身地である北堀町については次回寄

稿させていただきます。乞うご期待？ 
 

 

 

 

■「上乃木界隈物語」 

押田良樹（大庭町） 

今年の市報松江5月号の「松江の皆さんこん
にちは」に拙文を載せてもらう機会を得て、小

学校4年生から高校卒業までの9年間を過ごし
た上乃木界隈のことを書いた。そのとき字数の

関係で書ききれなかった思い出をこの紙面を借

りて書いてみたい。 
今は「けやき通り」と名付けられ、松江でも

有数の美観地区になっている道は上乃木三叉路

から浜乃木の乃木駅へ通じる道である。当時は

晴れた日は土埃が舞い、雨の日はぬかるみと水

たまりだらけの悪路だった。これほどまでの変

貌は全く夢にも思わないことだった。この道を

歩き上乃木三叉路から馬の背の坂を下って雑賀

小学校、四中へと通った。 
当時の校区でいえば上乃木地区は乃木小学校

に行くのだが、実は宇都宮から松江に引っ越し

てきた当初、上乃木の官舎が建つまでの2カ月
余り、雑賀町に仮住まいをしていた。 
それで雑賀小学校へ転入したのだが、さほど

のいじめというほどのものはなかったものの、

やっと友人もでき学校に慣れてきたところだっ

たので、上乃木に移ってもそのまま雑賀小に通

うことにしたのである。ところが世間は甘いも

のではなかった。 
毎日雑賀小への行き帰りで必ず反対方向から

来る乃木小学校の児童と遭遇する。上乃木町は

私たちが松江に来る前年の昭和 25 年に八束郡
乃木村が松江市に編入されたのを受けて翌 26
年大字乃木と大字松江分が合併して成立したば

かりであり、今にして思えばまだまだ昔のムラ

意識が濃かったのであろう、「ヨソ者は攻撃する」

という不文律があるかのごとく毎日 1 対 2、1
対3の対決を覚悟しなければならない。あると
き鞄を振り回して悪童たちと対峙しているとこ

ろを、近所のおばさんが目撃していて乃木小学

校に注意をしてくれた。 
朝礼で校長先生が言ってくれたのか翌日から

ピタリと仕掛けてこなくなった。昔の子供が素

直だったのか、先生の威令が行きとどいていた

のか、おかげで災難はなくなった。あの毎日対
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決した悪童たちは今どうしているのだろうか。 
ボールが見えなくなるまで乃木小学校の校庭

で野球に興じたこと、山居川の辺りの田んぼで

イナゴを一升瓶に一杯詰めて帰り飼っている鶏

の餌にしたこと、近くにあった種畜場で雌雄を

選別されたオスのヒヨコの哀れな末路を目撃し

てショックを受けたこと、蝮に咬まれそうにな

ったりスズメバチに襲撃され必死で逃げたりし

たことなど、当時のさまざまな情景を思い出し

今でも夢に見ることもある。 
我が家があった辺りに現在洒落たフランス料

理店が建っている。当時の子供仲間のひとりが、

あるミニコミ誌に出ていたその店の紹介文を教

えてくれた。それにはこの丘を「宍道湖の夕日

が照らす丘」、「風薫る丘」と表現していた。な

んと洒落たキャッチフレーズだろう。60年昔の
あの界隈を知る者にとっては、まるで野暮った

い田舎娘がいきなり最新のパリコレを身にまと

ったような妙な気分になったものである。 
それにしてもなぜ「あげのぎ」なのだろうか。

松江には上本庄、上東川津、上佐陀など頭に「上」

のつく地名は他にもあるが、すべて「上」は「か

み」と読む。知っている人なら別に意識せず読

むだろうが、初めての人にとっては一種の「難

読」地名だろう。 
「あげだ、こげだ」と言う土地なので抵抗が

なかったのだろうかなどと余分なことを考えて

しまう。 
 
■「本庄村（町）との出会い」 

面白 紘（本庄町） 

「わが町・わが村・・・」について原稿依頼を受け

て、いざ書こうとわが村を振り返って見るも、記録

に留めてある事柄を除くと思い出の詳細な部分が

なかなか浮かんでこないものである。しかしながら

断片的な思い出の多い中で今でも鮮明に覚えて

いる事柄があり、それが本庄との出会いである。  

 私が本庄と出会うのは、正に終戦直前の昭和 20

年の夏である。 

私は、昭和15年5月、父の勤務地（邇摩郡宅野

村立青年学校）であった宅野村で生まれた。そし

て、昭和 16 年 8 月、父が松江市立商工青年学校

勤務となり、本籍地である宍道湖に面した松江市

魚町での生活が再スタートすることになる。昭和

20 年 4 月、市立白潟幼稚園に入園するも戦争の

激化に伴いまもなく幼稚園は閉鎖され、さらに戦

火の拡大、空襲に伴う火災が発生した場合の延

焼を防ぐ必要から、市内の民家の密集していると

ころから一部の家の取り壊し強制疎開が行われる

ことになる。魚町のわが家は、その取り壊される家

の中に入り、終戦直前に、八束郡本庄村大字上宇

部尾に疎開することとなる。上宇部尾が何故疎開

先となったのかはわからないが、この時から本庄

での生活が始まり、高校を卒業し関西に出るまで

の約14 年間続くことになる。松江での生活は5 歳

までであり、その記憶はほとんどなく、子どもの頃

の思い出はこの本庄から始まることになる。 

上宇部尾は、蒿山のふもと、本庄の南端約 3 キ

ロのところに位置する 30 戸ほどの民家が点在す

る中海に面した集落であり、村の前に広がる中海

の水はきれいで泳ぐことができ、魚も沢山捕れ地

引網業が行われていた。海や川で魚を捕り、漁師

さんの地引網を引く手伝いをし、その駄賃として

飛び跳ねている魚を貰ったりと、上宇部尾は、平

和で長閑な田舎そのものであった。 

本庄は、島根半島に鎮座する枕木山を仰ぎ見

るように中海に添って広がっており、その枕木山

からの中国地方最高峰である大山の眺望は絵か

ら出たようである。 

また、枕木山から眼下に見おろすと、自然に囲

まれた本庄の町並みは、中央に大根島を浮かべ、

満々と水をたたえ、ポンポン船が行き交う中海全

体を包み込むように大きく両手を広げているように

見える。今もって忘れることのできない光景であ

る。 

ただ、このような自然に囲まれた村であったが、

対岸の米子に米軍基地があったため、米軍のジ

ープやトラックが土煙を上げ、村の中を走り抜けて

おり、戦争の傷跡がしばらくの間残っていた。 

本庄は、松江から少し離れており娯楽施設など

はなかったため、学校が終われば、ガキ大将の

下に集まり竹バットを振り回す野球をしたり、四季

折々の山、川、海にと自然を相手の遊ぶ場所を提

供してくれたところであった。 
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中海の干拓、道路の拡張、バイパスの開通など

により、本庄もその姿を変えて、あのすばらしい自

然に囲まれた町並みが姿を消し、記憶の中のもの

となってしまったのはさびしい思いである。 

 

■「松江今昔」 

 田莞爾（松江市浜乃木在住） 

 「松江大橋唐金擬宝珠・・・・・まつまつ松江は君

を待つ」。ご年配の方は御存知の方も多いと思い

ますが、あの、西条八十作詞、古関裕而作曲の

「松江夜曲」の一節です。 

松江を懐かしむ代表の一曲と言っても過言で

はないこの唄が、ここ久しく歌う事も、聴く事も出来

ず、我々年代の者（私は 69 歳）はどうしたのかと、

内心穏やかならざる気持ちでしたが、平成 19 年

から始まりました「松江開府 400 年祭」の最終年で

あります本年、そのフィナーレを飾るに相応しくこ

の「松江夜曲」が「松江だんだん夏踊り」として、唄

と踊りの市民総参加で催される事になり、懐かし

い唄の復活？と言ったところでしょうか。五年に及

ぶ「松江開府 400 年祭」も松江市の大変なご努力

でいろいろな催しが企画され、そして実行されて

きましたが、やはりその中にあっても昔の良さを残

し、活かしつつぃ次の新しい松江市を創り上げた

いものと思います。 

今、当地の地方紙「山陰中央新報」に火曜日に

連載されております「城下町の移ろい（松江今昔

スナップ）」という欄がありますが、三十行ほどの記

事と共に四、五十年前の写真と現在の同じ箇所の

写真が載っておりますが、大変興味深くその欄を

スクラップして、私自身の昔話用として保存してお

ります。すでに 179 回を数えるに至り、随分と溜ま

りましたが、昔の松江市街を語るには手ごろな資

料となっております。 

先日もタクシーの運転手さんに「百姓町まで行

ってくれますか」と言っても訝しげに首を捻るばか

りで、今の運転手さんでは無理であったかと、口

にした私が不味かったかと反省しきりでしたが、事

ほど左様に現在の地元の人でさえ、昔？の町名、

字名を知っている人が少なくなりました。 

三十年ぐらい前頃は頻繁に言ったり、使ったり

しておりましたがそれが通用しなくなりましたと

は・・・。 

「百姓町」「桶屋町」「紺屋町」「人参方」「松原通

り」「栄町三叉路」「馬の背」とか懐かしい町の名が

次々と思い出されるのですが・・・。何時でしたか、

私の手元に届きました一通の手紙。所書きが昔の

字名、番地にも関わらず届けて頂いたのですが、

今のご時世、住居表示とかですっかり住所録が変

わった後にも、こうして手元に届くと、配達いただ

いた郵便屋さんの心配り、思いやりをしみじみと

嬉しく、有難く感じた事でありました。 

八月一日に八束郡東出雲町が松江市と合併と

なり、念願でありました松江市20万都市として新し

くスタートいたします。合併にあたり、いろいろと様

変わりして行くのが必然でしょうが、今までの良さ

は残し、伝承して下さる事を願いたいものです。

そして、東出雲町が松江市に合併されたのを縁に、

東出雲町出身の方々が「近畿松江会」に参加、加

入されん事を祈りますと共に、。「近畿松江会」が

益々ご発展されますようお祈り致します。 

私達も松江在住ではありますが、「近畿松江会」

の会員の一人としてお仲間に入れていただき、多

くの近畿在住の方々ともお知り合いになり、これか

らもお互いの情報交換等でお役に立てればと思

っております。 

今後とも宜しくお願い致します。 

 

■「思い出」 

木村恵吉（雑賀町） 

私は 1941 年雑賀町に生まれ、雑賀小学校、松

江四中、松江商業高校を経て、昭和 35 年大阪で

就職しました。今年70歳と古希を迎え、松江18年、

大阪 52 年と住んでいますが、生まれ故郷の雑賀

町、特に幼稚園～小学生の頃が懐かしく、60年以

上経った今でも近所の 5～6 人が、年齢が違って

も毎日遊び仲間として近くの天神川、四中近くの

田んぼ、山、測候所などの自然が一杯の遊び場

で、思い切り遊んだ事が鮮明に思い出されます。 

特に、夏休みに宍道湖で泳ぎ、泳ぎ飽きるとシ

ジミを足でまさぐって摘まみ上げ、袋一杯持ち帰

った事。帰りに畑のトマトを黙って取って素早く食

べた事（おいしかった。今でもこの味、忘れませ

ん）。そして家に帰って滅多に食べられないスイ
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カを食べたことなどなど。 

又、夏休みのトン捕りが最高に面白く、ムギワラ

トンボ、シオカラトンボ等は捕ろうと思えばすぐ捕

れ、逃げれば遠くに逃げてしまうトンボは余り面白

くなかったが、天神川の岸辺を矢のような速さで

迂回してくるオンジョ（ギンヤンマ）捕りが一番面白

かった。岸辺の茂みにタモを持って隠れ近づき、

タモをサッと出しても軽々とかわされ、悠然と何事

もなかったように、又、向かってくる姿に、暑さを忘

れ夢中になって闘った。メスのギンヤンマを短い

竿の先に糸で結び、頭の上でクルクル回し、口笛

で「こーいしこい、このオンジョこい、まーけてに

げるか・・・」と吹くと、オンジョが近づきメスギンヤ

ンマに絡みついて面白いように捕れた。このメス

ギンヤンマを捕るのが難しく、シオカラトンボ、ム

ギワラトンボではオンジョは相手にもしてくれなか

ったことを覚えている。 

四中の近くには「しんくみ」といった溜池があり、

田んぼに水を時々流していたが、それと一緒に小

魚も流され、小川に入ってタモで面白いように捕

ることができた。フナ、タナゴなど、家に持ち帰っ

て水槽、水がめなどで飼い、少しづつ大きくなっ

ていくのが楽しく、自慢でもあった。 

今から思えば、終戦間もない騒然とした時代だ

ったが、大人もおおらかで、池で遊ぼうが、天神

川で遊ぼうが、何をしても叱られる事もなく、自然

と共に思い切り遊べた事、遊び道具は手づくりで

工夫を凝らした事、年上の上手な人の後について

習いながら遊ぶことに一生懸命だった事などが、

幸せ一杯の思い出として蘇ってくる。 

松江には法事などで帰ることがあるが、変わら

ないのは寺町の先祖のお墓、その周辺ぐらいで、

雑賀町 9 号線、四中、天神川、測候所などは様変

わりして昔の面影がないのが残念である。 

しかし、雑賀町辺りを歩くと、気づかないようなと

ころに面影が残っているように感じ、懐かしく幼い

頃を思い出し、両親や遊び友達の顔が鮮明に浮

かんでくるのである。 

 

■「故郷 松江の椿」 

坂本隆男（上乃木町） 

 松江は椿処である。市内の神社仏閣や個人宅

で多くの見事な椿が見受けられるし、お城の西側

に椿谷という地名も存在する。 

 私が椿に興味を抱いたのは、その花の美しい魅

力そのものの他に、現代では世界中に分布する

椿は我が国が原産地であると知ったことであった。

日本原産であることは、椿の学術名がカメリア・ジ

ャポニカと命名されていることからも理解される。 

椿の原産地についてある外国人と議論したこと

がある。チェコスロバキア人であったが、まだ東西

が鉄のカーテンで分断されていた時代のことであ

った。彼は東ベルリンに椿の大樹があって毎年美

しい花が咲いていることを知っており、それを論

拠としての日本原産説への懐疑の主張であった。

後でいろいろ調べてゆくと彼の言う通り、それは

ベルリン植物園の温室に生存しているものであっ

た。更にそれは、１９世紀中頃に長崎・オランダ商

館勤務のシーボルトが日本より持ち帰ったものの

一本であることが判明した。その他にもポルトガル

のリスボンにも現存しているという。 

これらの美しき椿花に西洋人も魅了され、薔薇

にも相当する魅力であると高く評価されていた。

当時のヴェルディが作曲した歌劇「椿姫」などに

名が残こされている。 

 椿はその昔、花の散りかたで首が落下すること

に喩えられたため武士階級では忌み嫌われてお

り、決して庭の中央に配置される樹木ではなかっ

た。椿が正統派と言える観賞用の樹木ではなく、

また「椿事」という言葉もあるくらいであるから、そ

のステータスは推して知るべしであっただろう。そ

のような状況で黒澤映画では三船扮するアウトロ

ー侍が、「俺の名は椿三十郎だ」と名乗った面白

さがあった。今日のように堂々と「自分は椿愛好家

である」とは名乗り難かったことは容易に推測され

る。 

 ところがである。江戸時代の第二代徳川幕府将

軍である秀忠公は、熱狂的な椿愛好家であったこ

とが知られている。これは天下が治まってきた環

境変化とともに、父親の家康公に頭が上がらず、

妻の江にも尻に敷かれたカカア天下でもあった家

族的事情もあり、個人的趣味に没入して嵩じた結

果なのであろうと推定する。 

 松江は椿のメッカと言われており、特に椿の種
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類の多さとしての全国ブランドとして名が通ってい

た。その名残として松江城域では自生の五色椿

が今でも珍しく見受けられる。 

松江城主の参勤交代の折には珍種の椿を江戸

幕府への土産として持参して献上していたようだ。

秀忠時代の松江城主は二代目堀尾忠氏公である

が、その父親である初代吉晴公は秀吉時代から

の最古参重臣であって情報通として有名であり、

彼からの忠氏公へのアドバイスもあってのことな

のであろう。その椿献上の行為は京極家や松平

家と城主が替わっても継続されていたようである。 

 先日、近畿松江会の松江訪問二日目に松江歴

史館の見学が行われた。私は見学を早々に切り

あげ、その施設の前方の北惣門橋を通って堀を

渡り、直ぐに右側（北方）のお堀に沿った小径を一

人で歩いた。城域には種々の樹木があまり人の

手が加えられなく林立しているが、この季節には

遠方より見れば白っぽい花を塊状に付けた栴檀

の木も見られる。暫く進んで堀の向こうに武家屋

敷が見えてきた辺りだが、この辺では薮椿の高木

が多く自生している処である。その昔に椿は木材

として、実を絞って採取した椿油としても利用され

る有用な植物として大切に植樹されていたが、そ

の一部が現在まで残されていたものである。 

 その中で最も巨大で、樹高約２０メートルで根元

の太さ約５０センチメートル直径の親分格の椿大

木があり、松江を訪問するたびに会いに行ってい

た。その大木の幹に触ると久しぶりに故郷で旧友

と再会したような懐かしさと安堵感すら感じられて

いた。 

しかし今回はその椿の大樹を探しても見つから

ないのである。昔の記憶を頼ってとうとう発見した

ものは、その木の切り株であった。付近にはその

木の幹を端正に切断して積み上げられ椿材が山

積されていた。切り株の年輪を外側から数えたと

ころ、200 までは数えられたが、中央部は朽ちて

おり空洞となっていたため正確には年数を測定で

きなかったが、おおよそ300年と考えられた。江戸

中期の誕生であろうか。 

 折しもその場で出会った地元の年配者によると、

この大樹は今年の冬の豪雪によって雪の重量と

強風で倒壊してしまったそうだ。幹が中央部より朽

ちていたことと、昨秋にその木の周辺を手入れし

て竹林を伐採してことで雪風の影響をまともに受

けるようになったことも関係したのではないかとの

意見であった。 

 松江の城と人を約 300 年間にわたり見守ってき

て、毎年春になれば見事な花を咲かせていた椿

の老大木。これが残念ながら姿を消してしまって

いた。 

「年年歳歳花相似たり 歳歳年年人同じからず」

と唐の詩人は歌っているが・・。私が 72 歳という年

になった今、旧友を失うことが多い年めぐりとなっ

てきた。さらに自然もまた、長い時間の経過ととも

に永久ではないことを目の当たりにして実感させ

られ身につまされた。 

 今回の「故郷松江への旅行」は大変楽しいこと

が多かった旅行であったが一方、心に沁みる寂

寥感をも感じさせられた故郷への旅であった。故

郷松江もゆっくりと変わってゆく。                                       

完 

 

■「私の生まれた“新町”とは」 

中村博行（新町） 

私は、今まで自分が生まれた「新町」という町名

を深く考えたことはありませんでした。遅まきなが

ら最近になって、どうして新しい町？と疑問に思う

ようになり、この原稿を書くに際して初めて調べて

見ました。 

 新町は、江戸時代は出雲国意宇郡に属し、天神

橋通り南端の丘陵の下に位置しています。町名は、

城下町編成後に新しく起きた町ということから江戸

時代のおそらく初期には「新町」と名付けられたと

推測されることから、町名は新町でも結構古い名

前です。 

この新町は、丘陵の上にある曹洞宗洞光寺の

門前町の性格を持っていたようで、今もその名残

を残すといわれています。 

「桑原文庫」所蔵の江戸時代後期「松江雑賀町

絵図」を見ると、私の生家（新町 8 番地）は当時、

松江藩家老神谷源五郎下屋敷の一部で、この下

屋敷は横浜町徳専寺辺りまで覆う広い敷地だった

ことが分かります。この下屋敷の北端は当時宍道

湖に面し、湖上を一直線に北へ行くとお城に達す

http://www.pdfcomplete.com/cms/hppl/tabid/108/Default.aspx?r=q8b3uige22


~ 27 ~ 
 

る地理的特性がありました。 

 わが中村家は、そんなに昔から住んでいた訳で

はなく、父の長兄が大正5 年に石見大田から出松

した程度の歴史ですが、それでも 95 年ばかり住

み続けて現在に至っています。 

当分元気で過ごし、今は亡き父の長兄や父を

偲んで、5 年後くらいには中村家出松 100 年記念

のイベントを開こうかな。 

 

雲州人参の生産現場から報告 
         竹谷 奬（八束町） 
会報第３号で「ふるさとの思い出と思うこと」

を寄稿しましたが、「人参については行く末を案

じられと聞く」と締めました。３月初めに帰省

の際、伝統を守り現在も生産を続けられる方に

お話を聞くことができましたのでご紹介し、「人

参」を大根島いや松江の特産品として是非とも

守っていかなければならないことを読者の皆様

にお伝えしたいと思います。 
 お話をお聞きしたのは八束町二子にお住まい

の安部昂之（あべ たかゆき）さん８３歳 
安部さんは旧制松江中学進学を希望されていた

のですが祖父、お父様が同時期に他界、進学を

断念し家督を継がれてから７０年余りに亘り人

参の生産に携わってこられました。 

 
人参は６年根をもって１０月に収穫しますが

（卵と鶏ではないのですが）植え付けから４年

目の梅雨明け頃に付けた赤い実（なぜ４年目な

のか、５年目、６年目は多くの実を付けるので、

根に養分が蓄積されないので実を付けないよう

処理するとのこと。またサイクル的に４年が好

ましいとのこと）を１１月に種苗、水やりを欠

かさないよう注意し、翌年春３月に芽吹いたも

のを苗床から移植、以後 

毎年３月に植え替えを行うとのことです。 
 生産に必要不可欠なものは北向き（好ましい

のは北北東の方角らしい）の麦わら屋根ですが

この傾斜は写真のような簡単な物差しで、杭の

高さを調整するとのこと。北向きの傾斜は日が

直接差さないようにと思っていましたがそれだ

けではなく、北からの雨が振り込むようにとの

ことでした。 
大根島は屋根の材料を生産していませんので

（麦より牡丹、人参でしょうか）麦わらは斐川

地方へ買い付けに、杭は栗を使用します。（なぜ

栗なのか、６年の歳月に耐える耐久性に優れて

いる）現在は補修などに鉄パイプ、ラワン材の

薄板を代用するとのことです。 
 「人参を守ってほしい」との問いかけに、生

産者が年々減っているのは、人参より牡丹が短

期で出荷しやすいこと、屋根材の調達が極めて

困難であること、やっと育てたところで盗難に

あうことなどなど、後を継いでくれと言えない

状況にあるとのことでした。 
実際、安部さんも残念ながら夫婦でやってき

たが、高齢であることを理由に今年の植え付け

を最後にするとのことでした。 
 今年からある企業が「人参」の生産を始める

準備をしているようですが、江戸期より引き継

がれてきた伝統と品質を守れるのか、私事です

が疑問に思うところがあります。 
 次回より安部さんにご協力いただき、生産の

過程や今回お届け出来なかった耳寄りな話など

写真をおりまぜ、読者の皆様にお伝えして参り

たいと思います。 
「守っていく」方法を皆様にもお考えいただけ

れば幸いに存じます。ご意見、お知恵など近畿

松江会のＨＰ掲示板にお寄せ下さい。 
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＜ 編 集 後 記 ＞ 

３月１１日に起きた未曽有と言う言葉が軽く聞こ

えてしまうほどの「東日本大震災」は、我々日本人

にさまざまな問いかけをしているように思います。 

存在の脆弱さという点では政治の世界などはそ

の最たるもので、国民の勤勉さ、我慢強さ、やさし

さだけが頼りというのもいかがなものかと思います

が、案外、そこに立ち返って日本を再構築してい

くしかないようにも思います。 

一人ができることは限られていますが、身近な

ところから自分ができる行動を起こしていくことが、

とても大事なことではないでしょうか。 

あらためまして、亡くなられた方々のご冥福を

お祈りし、被災された方々の生活と安全が一日も

早く完全復旧することを心よりお祈り申し上げま

す。 

この大震災を機に、あらためて「人の絆」といっ

たことを強く考えられた方も多かったことと思いま

すが、その意味でも、我が「近畿松江会」というゆ

るやかな“ふるさと集団”はいいものですね。本当

に癒されます。 

「神話の国」をふるさとに持つなどという稀有？

な共通項をベースに、一周遅れのランナーであっ

ても、今や精神世界では日本の先頭を走っている

のではないかという不思議な余裕と自信？はどこ

から来ているのでしょうか。すべて、ふるさとのお

陰であると信じたいと思います。 

この会報“松江だんだん”は、ふるさと松江に

“だんだん”を言いながら、その「輪」が近畿の地

で広がっていくことを願って編集しています。 

その一端を、「ふるさと訪問バスツアー」の感想

文や、「わが町・わが村」を語り合うページから読

み取っていただければ編集子としては望外の幸

せです。ご寄稿いただいた皆様には心から御礼

を申し上げ、会員の皆様のご一読をいただけれ

ば誠に幸いに存じます。 

最後になりましたが、会報発刊にご協力いただ

きましたすべての皆様に御礼を申し上げますとと

もに、いつものことながら、竹谷事務局長には格

段のご尽力をいただきました。“だんだん・だんだ

ん”と重ねて御礼を申し上げます。 

担当（常任幹事・広報）松本耕司 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

それにしても、わが祖国は神話のことなら話題

に事欠きませんが、いよいよ「古事記１３００年」の

イベントが本格的になっていくようです。 

余談ですが、私は３月１９日の山陰中央新報の

特集「神話のふるさと」・国引き神話④を見て、目

が点になりました。引いてきた国は四つ。西から

杵築の国。狭田（さだ）の国、闇見（くらみ）の国、

一番東が三穂の国で、三つはすぐにわかり、それ

ぞれに大きな神社もあります。しかし、宇波地溝か

ら西、多久地溝までという闇見の国のことを全く知

りません（でした）。 

しかも、その闇見（くらみ）の国は、今の松江市

の橋北の全域、我がふるさとの本庄や日本海側

の津々浦々をすべて含んでいるというではありま

せんか。さらに、蒿山から北東の本庄側には久良

弥（くらみ）神社（新庄町）が今も鎮座していると知

っては、これは我が余生の研究課題ではないかと

密かに思っている次第です。 

「ふるさと」は、まだまだ我々を十分に楽しませ

てくれるようです。皆様も神話の世界に旅立たれ

てはいかが？とお誘い申し上げます。 

 

 

事務局からのお願い 

【近畿松江会へご加入のおさそい】を差し込ん

でいます。 

ふるさと松江にご縁のある方をご紹介ください 
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